
Ｒ３年度改善報告受賞者一覧

表彰区分 所属 職名 氏名 標題 取組の概要

最優秀賞 商工課
主査
主幹

戸塚渉
打桐浩之

～やいづセーフティ大作戦～
「LINEグルメクーポン最大
50％OFFキャンペーン」の開
催について

コロナ禍において、市内飲食店の「ふじのくに安全安心認証（飲
食店）」の取得及び市全体のＤＸ化を推進するため、LINEグル
メクーポン最大50%OFFキャンペーンを実施し、店舗の参加条
件に「ふじのくに安全安心認証（飲食店）」の取得を必須にするこ
とで、安心安全な飲食環境の創出（参加飲食店75店舗）、クーポ
ンによる消費喚起、売上向上、LINE登録者の増加（19,000人
⇒87,000人）等、多大な効果が得られた取組となった。

優秀賞 人事課 主査 荻須大輝
オンラインによる職員採用説明
会の開催

コロナ禍においても、採用試験に関する情報収集が十分にでき
るよう、Zoomを利用したオンライン職員説明会を実施（県外
10人を含む46人が参加）することで、人材確保に有効で、ま
た、本市の魅力発信にもつながる取組となった。

優秀賞 課税課 主査 鈴木裕人
焼津市WEBページ「焼津市の
指定避難所について」の改善及
び機能追加

焼津市の地理に詳しくない人でも、避難所の情報についてわか
りやすくするため、ＨＰで公開していた「避難所」の情報に
Googlemapを活用し避難所周辺の地図を表示し、また、ス
マートフォン向けのページを利用した場合は、現在地から避難所
までの経路を表示するようにすることで、避難所の「見える化」
を行い、市民の安心安全につながる取組となった。

奨励賞 総務課 主査 石川友也
電子フォルダ及びフォルダ階層
自動作成システムの開発と運用

公文書の管理簿から、自動的に同一名の電子フォルダを作成
し、かつ、当該管理簿に登録された分類ごとに階層分けをする
システムを職員独自で開発し、分類体系の統一化及び業務の効
率化が図られた。

奨励賞 総務課 主査 湯舟正直 投票所入場券の様式変更
投票所入場券について、開いた状態で、右上が世帯主になるよ
うに様式を変更することで、切り離す部分が少なくなり、業務効
率化につながる取組となった。

奨励賞 財政課 主任主査 清水学
地方交付税マニュアル（概要と
業務内容等）の作成

地方交付税事務について、業務の概要や年間スケジュール、算
定事務等の業務内容のマニュアルを作成することで、全体像を
把握した上で、スムーズに業務に取り組めるようにし、初任者の
負担軽減につながる取組となった。

奨励賞
デジタル戦略

課
主事 有賀友彦

庁内掲示板を利用した「ちょい
デジスキルアップ講座」の開講

庁内掲示板を利用し、すぐ実践できるスキルを図付きで公開す
る「ちょいデジスキルアップ講座」を実施することで、スキルの
共有により、職員全体の業務の効率化につながる取組となっ
た。

奨励賞 学校教育課 指導主事 中山清志
自宅待機の児童生徒が、オンラ
インで授業を参観

新型コロナウィルス感染症の濃厚接触者となった児童生徒が、
オンライン授業を受けられるようにし、学習の機会確保が可能
となり、児童及び保護者の安心につながる取組となった。

奨励賞 鈴木泉
適応指導教室に通う児童生徒
による園芸体験

適応指導教室に通う児童生徒が、自分の手で土と肥料を混ぜ、
種や苗を植え、毎日のように水を与えるなどして花や野菜を育
てる園芸体験を行う、多面的な角度からの教育を実施し、思い
やりのある、心のこもった取組となった。

奨励賞 多々良博之
教職員勤退管理システム
「Yaeasy(ヤイージィー)」の開
発と運用

市内小中学校約620人（県費常勤職員）の勤怠管理システムを
独自にエクセルで開発し、市内全22校に導入することで、報告
書の作成等の業務時間や経費の削減に貢献した。

表彰区分 所属 職名 氏名 提出件数

特別賞①（最
多提出賞）

住宅・公共建
築課

主任主査 岩川誠 ９件
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特別賞②（マ
ネマネ賞）

保育・幼稚園
課

主任主査 尾村哲哉 両面印刷設定について
予め印刷設定を両面としておくことにより、印刷を行うたびに
両面設定する手間を省き、業務の効率化につながる取組となっ
た。

表彰区分 所属

団体賞
監査委員事
務局

静岡県教育委員会

静岡県教育委員会

※１人当たりの提出率が最も高い所属に贈られる賞

※幹部職員による投票により決定する賞

提出率

275％（4名で11件）

※年間を通して、最も多くの業務改善を実施したものに贈られる賞

※誰でもマネしやすく、広く活用された業務改善を実施したものに贈られる賞


